
（別紙３）

～ 令和 6 年 12 月 14 日

（対象者数） 15 （回答者数）
9

～ 令和 7 年 3 月 15 日

（対象者数） 5 （回答者数）
5

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
公表プログラムをもとに特性に応じた支援、将来を見据えた

支援をさらに充実させていく

2

環境上で視覚的情報を充実させる。外部研修への参加と内部

研修を増やし「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の

理解を深める

3
プログラムの中で経験を増やし、自信や自己肯定感をあげて

行き児童も保護者も成長を実感できるようにする

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1 プログラムを具体化し、HP、お便り等で情報発信をする

2
児童が、それぞれの活動に集中できるようにパーティション

等でスペースを独立するようにする

3
災害訓練の事前お知らせ・実施状況の報告、マニュアル等の

周知・説明を分かりやすく実施する

保護者からの信頼と安心感

連絡帳、LINE、HPなどを通して日ごろの児童の様子を伝えて

いる。連絡事項や相談事は職員で共有し、速やかに対応してい

る

適切な支援の提供
児童・保護者が相談しやすい環境づくりを心掛けている　児童

が取り組みたいことには迅速に取り組んでいる

児童・保護者の満足度
児童が楽しめるようなイベント、行事を企画し、児童が楽しみ

の中で成長している様子を伝えている

非常時の対応 「わからない」の回答があったので、情報発信不足

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

適切な支援の提供
活動プログラムについて「わからない」の回答があったので、

説明・情報発信不足

環境・体制整備
学習スペースとフリースペースが独立していないため、集中で

きない児童もいる

令和 7 年 3 月 1 日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和 7 年 3 月 25 日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 福岡城西学園チロルⅡ

○保護者評価実施期間
令和 6 年 11 月 15 日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


